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あ
い
さ
つ
あ
ふ
れ
る

あ
か
さ
か
へ
よ
う
こ
そ!

戸
坂
城
山
小
学
校

校

長

奥

村

鯉

都

子

今
年
度
よ
り
、
西
区
の
天
満
小
学
校 

よ
り
、
校
長
と
し
て
赴
任
し
て
ま
い
り 

ま
し
炬
奥
村
鯉
都
子
と
申
し
ま
す
。
ピ 

カ
ピ
カ?

の
新
米
校
長
で
す
。
皆
様
ど 

う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

戸
坂
城
山
小
学
校
に
来
て
、
感
激
し
た 

の
は
、
赤
坂
の
桜
並
木
と
み
ご
と
な
景 

色
で
す
。
そ
の
赤
坂
を
登
る
と
小
学
校 

が
見
え
て
き
ま
す
。
子
供
扬
ち
を
迎
え 

て
く
れ
る
こ
の
赤
坂
と
生
活
で
き
る
こ 

と
を
う
れ
し
く
思
つ
想
こ
と
で
し
た
。
 

と
は
い
え
、
子
供
炬
ち
に
と
っ
て
は 

急
な
坂
道
で
す
。
む
か
い
だ
さ
ん
の
前 

で
、
交
通
指
導
を
し
て
い
る
時
、
毎
日 

赤
坂
を
登
っ
て
い
る
子
供
炬
ち
を
眺
め 

て
い
る
と
、
炬
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
 

「
あ
あ
、
こ
の
子
炬
ち
は
い
ろ
い
ろ
な 

こ
と
が
起
き
て
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
カ 

を
、
こ
の
赤
坂
を
登
る
こ
と
で
身
に
つ 

け
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
あ
。
」
と
感
じ 

な
が
ら
後
姿
を
毎
日
見
送
っ
て
い
ま
す
。
 

本
当
に
う
れ
し
い
ひ
と
時
で
す
。

子
供
炬
ち
が
こ
の
赤
坂
に
つ
く
ま
で 

に
は
、
だ
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
が
、
 

緑
色
の
ジ
ャ
ン
バ
ー
を
着
て
子
供
fe
ち 

を
見
送
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
旗 

を
振
っ
て
く
だ
さ
つ
想
り
、
赤
坂
ま
で 

一
緒
に
歩
い
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
地
域 

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
あ
り
が
た 

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご 

ざ
い
ま
す
。

今
年
度
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
き
た 

い
と
思
う
こ
と
は
、

「
あ
い
さ
つ
」

で 

す
。
本

校

で

は

「
自
ら
つ
な
が
る
子
」 

を
目
指
し
て
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま 

す
。
そ

の

「
つ
な
が
り
」

の
第
一
歩
は
、
 

「
あ
い
さ
つ
」
や
返
事
だ
と
思
っ
て
い 

ま
す
。

「
あ
い
さ
つ
」
は
、

あ
・
明
る
く

い

・
い
つ
も

さ

・
先
に

つ

・(

気
持
ち
を)

伝
え
て 

で
す
よ
、
と
子
供
た
ち
に
話
し
ま
し
た
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
さ
よ
う 

な
ら
」

「
あ
り
が
と
う
」
地
域
の
方
 々

と
、
子
供
fe
ち
同
士
が
、
子
供
と
教
員 

が
、
保
護
者
の
皆
様
と
、
気
持
ち
よ
く 

つ
な
が
れ
る
「
あ
い
さ
つ
」
が
で
き
る 

戸
坂
城
山
小
学
校
に
し
fe
い
と
思
い
ま 

す
。

「
あ

い

さ

つ

あ

ふ

れ

る

あ

か

さ 

か
へ
」
を
合
言
葉
に
頑
張
っ
て
ま
い
り 

ま
す
。
皆
様
も
子
供
た
ち
と
素
敵
な
「 

あ
い
さ
つ
」

で
つ
な
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

温
か
い
地
域
の
坂
の
上
に
あ
る
戸
坂 

城
山
小
学
校
へ
赴
任
で
き
杉
こ
と
を
大 

変
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
皆
様
と
と
も
に
、
 

あ
い
さ
つ
あ
ふ
れ
る
戸
坂
城
山
を
創
っ 

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
fe
し
ま 

す
。

◎この広報紙は共同募金の配分金により作成しました。
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令和4年度決算および令和5年度予算
令和5年4月

«収入の部>> «支出の部» (単位:円)

科 目 4年度決算 5年度予算 科 目 4年度決算 5年度予算

★前年度 繰越金

★事業収入

会費

補助金•助成金

共同募金事務費 

コミュニティ活動事業費収入 

雑収入

I,H9, 483

513, 450

604, 460

5, 000 

〇 

4

1,431,591

511,000

380, 000

5, 000

580, 000

40, 000

&

★事業支出

事務費

会議費

福祉事業費

研修費

広報費

コミュニティ活動事業費

防災事業費

体育振興費(体協助成金)

防犯連助成金

団体助成金

負担金

雑費

103, 366

3, 000 

201,950 

〇 

102, 300 

〇 

〇 

〇 

249, 970 

120, 000 

30, 220 

〇

210, 000 

10, 000 

345, 000 

20, 000 

110, 000 

950, 000 

10,000 

150, 000 

80, 000 

150, 000 

85, 000 

90, 000

当期収入合計 1,122,914 1,516, 000 予備費 737, 591

次年度繰越金 1,431,591

収入合計 2, 242, 397 2, 947, 591 合 計 2, 242, 397 2, 947, 591

貸出し用 

車イス 

があります

お問合せは 

城山社協まで 

220-1914

®
e
©
®
@
@

旨
前

田
 

修
 

(

出
江
一 

丁
目
町
内
会
長)

こ
の
度
、
城
山
社
協
の
理
事
に 

就
任
い
た
し
ま
し
た 

前
田 

修
と 

申
し
ま
す
。

私
は
、
ま
だ
普
通
の
会
社
員
で

す
の
で
、
皆
様
に
い
ろ
い
ろ
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

金

田

晴

夫
 

(

戸
坂
城
山
学
区
公
衆 

衛
生
推
進
協
議
会
会
長)

こ
の
炬
び
城
山
学
区
公
衛
協
の 

会
長
に
就
任
い
炬
し
ま
し
た
。
 

今
年
度
の
主
な
事
業
は
、
次
を 

計
画
し
て
い
ま
す
。

①

都
市
美
化
運
動
推
進 
②

健
康
教
室
開
設 
③

献
血
推
進
運
動 

皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま 

す
。

豊

田

祐

介

■ 

$
 

(

戸
坂
中
学
校
。T
A

副
会
長)

こ
の
度
、
戸
坂
中
学
校P
T
A
 

副
会
長
に
就
任
い
炬
し
ま
し
炬 

豊
田
祐
介
で
す
。

戸
坂
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
が
、

少
し
で
も
元
気
で
楽
し
く
過
ご
し
て
頂
け
る
様
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
お
手 

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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盆踊の大会

練習日のオ案内

的UX会 

日時7月30日(日) 
午後?時開会

★雨天の場合は中止いたします 

場所戸坂城山小学校グランド 

夜店午後6時より
開店・販売します

「生ビール」「かき氷」「わたがし」その他 

◎踊りの休憩時にジュースをお配りします。

日 時 7 月19日(水)19:00-21:30
7 月26日(水)19:00-21:30 

場所戸坂福祉センター 3階ホール 

曲 目戸坂音頭伯糸くずし)、ホームラン音頭、

炭坑節、相馬盆唄その他

&
戸
坂
城
山
学
区
社
会
福
祉
協
議
会 

会

長

塩

谷

冨

士

男

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
終
息
に
向
か
う
中
で
の 

戸
坂
城
山
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動 

に
つ
いT
r
i
m
:

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
、
初
め
て
確 

認
さ
れ
炬2
 0
2
 0

年
(

令
和2

年) 

か
ら
、3

年
が
経
過
し
ま
し
炬
。
 

そ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を 

は
じ
め
と
す
る
行
事
・
活
動
が
中
止
に 

な
り
ま
し
炬
。

2
0
2
 

〇

年
(

令
和2

年)

か
ら
、
 

2
0
2
1

年
、2
 0
2
2

年
は
、
コ
ロ 

ナ
感
染
症
変
異
株
が
次
々
と
出
て
、
そ 

の
都
度
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
核
で
あ 

る
会
議
さ
え
、
戸
坂
福
祉
セ
ン
タ
ー
の 

閉
鎖
の
た
め
、

で
き
な
い
状
況
で
し
な
。
 

ま
な
、
活
動
は
、
い
ろ
い
ろ
な
制
限 

が
あ
り
、
後
ろ
向
な
姿
勢
に
終
始
し
な 

3

年
間
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
間
も
、
高
齢
者
へ
の 

配
食
活
動
、
見
守
り
活
動
な
ど
の
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
皆
さ
ん
が
集
う
サ
ロ 

ン
活
動
な
ど
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策 

を
し
な
が
ら
、
柔
軟
に
活
動
を
続
け
て 

来
ら
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
fe
ゆ
ま
な 

い
活
動
に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

こ
こ
に
来
て
よ
う
や
く
、
今
年5

月
、
 

コ
ロ
ナ
感
染
症
は5

類
に
移
行
し
、
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
の
扱
い
に
な
り 

ま
し
想
。 

' 

油
断
は
で
き
な
い
ま
で
も
、
各
地
で 

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
復
活
し
、
は
つ
ら 

っ
と
し
た
楽
し
い
雰
囲
気
が
テ
レ
ビ
を 

通
し
て
、
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

戸
坂
城
山
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
も
、
 

今
年
は
、
地
域
の
皆
様
方
の
交
流
の
場 

で
あ
り
、
親
睦
を
深
め
る
場
で
も
あ
る 

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
fe
い
と
思
い
ま
す
。
 

ま
ず
は
、
戸
坂
城
山
盆
踊
り
大
会
を 

了
月
30
日
(

日)

に
再
開
し
た
い
と
思 

い
ま
す
。 

•

戸
坂
音
頭
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
音
頭
、
相 

馬
盆
唄
、
炭
坑
節
な
ど
踊
り
ま
し
よ
う
。
 

長
い
空
間
が
あ
っ
た
後
の
開
催
で
す
。
 

行
き
届
か
ぬ
点
は
あ
る
か
と
思
い
ぎ

す
が
、
ど
う
か
、
地
域
の
皆
様
、
こ
ぞ 

っ
て
参
加
い
な
だ
き
、

「
か
ら
だ
も
心 

も
外
に
出
て
」
相
互
の
親
交
を
深
め
て 

い
fe
だ
き
炬
い
と
思
い
ま
す
。
お
待
ち 

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
戸
坂
連
合
社
協(

戸
坂
社
協
、
 

東
浄
社
協
、
城
山
社
協)

で
は
、
高
齢 

者
の
皆
様
方
の
足
と
な
る
「
戸
坂
地
区

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」

の
運
行 

計
画
を
進
め
て
お
り
、
今
年
の
11
月
頃 

か
ら
、
実
験
運
行
を
開
始
す
る
予
定
で 

す
。 

•

皆
様
の
生
活
に
少
し
で
も
お
役
に
立 

て
れ
ば
幸
い
で
す
。
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令和5年度事業実施計画

※戸坂城山小学校運動会 10月21日(±)

※イベント等については、コロナウィルス感染症防止のため、中止される場合もありますので、ご了承ください。

項 目 開催月日 項 目 開催月日

ふれあいいきいきサロン活動の推進(各町内会) 

高齢者一人暮らしの会食支援(やまゆり) 

ふれあい訪問配食活動の実施(ボランティ7) 

買い物、通院の支援(ボランティア) 

研修会,講演会等に積極的な参加 

ボランティアバンクの駐在 

学校運営協議会

近隣ミニネットづくり事業(見守り活動)の実施 

広島市公衛協募金に協力

広報誌「しろやま」の発行 

防犯活動事業の推進

「大掃除の日」の設定と実施 

防犯パトロールの実施

へさかともいきネット実務者会議 

戸坂地区デマンド型乗合タクシー導入会議等

年間10回 

年間10回 

年間24回 

年間 8 回 

年間1回 

週3回(月・金) 

年間 3 回 

年間通期

4月〜6月 

年間2回御1月) 

学校登校日 

年間2回(1月嘲)

月1回 

月1回 

年間数回

※城山学区体育祭の開催

※戸坂福祉センターまつり開催

※盆踊り大会の開催

※敬老会の開催

※戸坂城山小学校PTAまつり

※戸坂連合スポーツ大会の開催

※新年互礼会の開催

※戸坂公民館まつり

※福祉推進会議の開催

※介護施設の福祉まつり協賛

※戸坂城山小学校昔遊び大会

共同募金に協力

※高齢者交流サロンの実施

地区社協オンライン情報交換会参加

中止(例年5月開催) 

中止(例年6月開催) 

7月30日(日) 

中止(例年9月開催) 

11月18 日(土) 

11月23日(祭) 

1月7日(日) 

10月7日(±) 

10月8日(日) 

年間1回 

年間2回(明・明) 

年間1回 

10月〜12月 

月1回 

2月に1回

戸坂城山学区社会福祉協議会役員(令和5年度)

役職名・ 氏 名 備 考 役職名 氏 名 備 考

理事 会長 塩谷冨士男 長年経験者 理事 岡田 稔 戸坂城山体育協会会長

理事 副会長 桑原勝義
南2 丁目町内会会長
東区社協地域福祉推進委員

理事 奥村鯉都子 戸坂城山小学校校長

理事 副会長 曾江井正之 南町内会会長 理事 平田 悟 戸坂城山防犯組合会長

理事 副会長 土井龍一 大上4丁目町内会会長 理事 河内幸三 戸坂城山学区老人クラブ連合会会長

理事 副会長 東歸稔直 大上地区町内会会長 理事 青木幹丸 東区保護司会戸坂支部長

理事 副会長 山田敏雄 数甲地区町内会会長 理事 品田房子 ボランティアバンク「もみじ］コ-ディネ一夕-

理事 副会長 前田 修 出江町内会会長 理事 金田晴夫 戸坂城山学区公衆衛生推進協議会会長

理事 職誨 芝 政彦 大上4丁目町内会副会長 理事 中村雄次 東消防団戸坂分団

理事 副会長 平田由美 戸坂城山女性会会長 理事 向井田ミハル 城山母親クラブ会長

理事 監事 山口禮子 戸坂民生委員児童委員協議会副会長 理事 石田麻也 戸坂民生委員児童委員協齢主任児童委員

理事 堅山守人
東区社辭ランティアグルーブ連合会代表 

東区社協地域福祉批進委員
理事 豊嶋豊子 戸坂城山地区青少兼育剛齢会長

理事 輛驅 三宅敏夫 元戸坂城山地区青少年健全誠協齢事務局長 理事 模木奈穂 戸坂城山小学校PTA会長

理事 会計 坂本真知子 広島市スポーツ推進委員 理事 向井春代 戸坂城山女性会顧問

理事 織田秀実 鶯鳴団地町内会会長 理事 豊田祐介 戸坂中学校PTA副会長

理事 森岡雅典 百田親和町内会会長 理事 向井昌樹 戸坂城山学区体育協会事務長

理事 石津都男 戸坂城山体育協会顧問 理事 佐々木静香 戸坂地域包括支援センター長

各町内!X •自,ロ会世帯数 _________ 令和5年5月現在

町内会•自治会名 世帯数 組織 町内会•自治会名 世帯数 組織

戸坂出江1丁目町内会 226 15 戸坂南二丁目町内会 129 2
戸坂数甲町内会 162 9 鶯鳴町内会 34 3
戸坂大上地区町内会 235 6 百田親和会

戸坂大上四丁目町内会 411 28
戸坂南町内会 225 26 計 1422 89


